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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月10日(2015.6.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのドラム（５０）を含むディレードコークス化ユニットで使用するため
のディレードコークス化プロセスであって、前記コークス化ユニットが、ディレードコー
クス化生成ストリームおよびドラム中に保持されるコークス生成物を生じ、前記コークス
化生成ストリームが、コークス化生成ストリーム分留装置（２０）に導入されて、少なく
とも底部留分、中間留分および軽質ナフサ留分を生じるものであり、
　ａ．ディレードコークス化プロセスにかけられるアスファルテンを含有する重質炭化水
素供給原料の試料を分析して、実質的に全てのアスファルテンを凝縮させるために必要な
パラフィン溶剤対アスファルテン比を決定し；
　ｂ．アスファルテンを含有する新たな重質炭化水素供給原料を、予め加熱するためにコ
ークス化生成分留装置の下部に導入し；
　ｃ．予め加熱された新たな炭化水素供給原料を含む底部留分を、コークス化ユニット複
合ストリームとして分留装置から送り出し；
　ｄ．式ＣｎＨ２ｎ＋２（ｎは、３～８でありうる）を有するパラフィン溶剤またはパラ
フィンおよびオレフィン溶剤の組み合わせ（ここで、後者は、式ＣｎＨ２ｎ（ｎは、３～
８である）を有する）を、コークス化生成分留装置およびコークス化ユニット炉（４０）
の間にある混合ゾーン（３０）に導入し、およびコークス化ユニット複合供給ストリーム
中の実質的に全てのアスファルテンを溶剤凝縮するために溶剤対供給ストリーム比が体積
比０．１：１～１０：１でコークス化ユニット複合供給ストリームと混合し；
　ｅ．凝縮されたアスファルテンを含有するコークス化ユニット複合供給ストリームを、
所定のコークス化温度に加熱するためにコークス化ユニット炉に導入し；次いで
　ｆ．溶剤凝縮されたアスファルテンおよび溶剤を含有する加熱された複合供給ストリー
ムを少なくとも１つのドラムに送り込んで、増加した分の液体を含有し、且つ同一の重質
炭化水素供給原料に溶剤を加えることなく堆積されたコークスの量と比較してドラム内部
に減少したコークスが堆積するディレードコークス化生成ストリームを生成すること
を特徴とするプロセス。
【請求項２】
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　パラフィン溶剤が、８０℃以下の初留点を有するものである、請求項１に記載のディレ
ードコークス化プロセス。
【請求項３】
　８０℃以下の沸点を有し、コークス化生成分留装置から回収された芳香族化合物を実質
的に含まない軽質ナフサ留分の少なくとも一部が、溶剤混合ゾーンに導入されるものであ
る、請求項１に記載のディレードコークス化プロセス。
【請求項４】
　分留装置から取り出され、溶剤混合ゾーンに導入される軽質ナフサストリームが、アル
カン化合物およびアルケン化合物の混合物を含むものである、請求項３に記載のディレー
ドコークス化プロセス。
【請求項５】
　軽質ガス油が、軽質ナフサストリームと共に別のストリームとして分留装置から回収さ
れるものである、請求項３に記載のディレードコークス化プロセス。
【請求項６】
　パラフィン溶剤またはパラフィンおよびオレフィン溶剤の組み合わせを、コークス化生
成分留装置およびコークス化ユニット炉の間にある溶剤混合ゾーンにおいてコークス化ユ
ニット供給ストリーム中へ導入する、請求項１に記載のディレードコークス化プロセス。
【請求項７】
　パラフィン溶剤またはパラフィンおよびオレフィン溶剤の組み合わせを、コークス化ド
ラムの前にコークス化ユニット複合供給ストリームに直接注入する、請求項１に記載のデ
ィレードコークス化プロセス。
【請求項８】
　工程（ｅ）が、送り出された底部留分、ならびに溶剤および溶剤凝縮されたアスファル
テンの複合コークス化ユニット供給ストリームを、１～２０バールの範囲の圧力において
４８０℃～５３０℃の範囲の温度に加熱することを含むものである、請求項１に記載のデ
ィレードコークス化プロセス。
【請求項９】
　圧力が、１～１０バールの範囲である、請求項８に記載のディレードコークス化プロセ
ス。
【請求項１０】
　圧力が、１～７バールの範囲である、請求項８に記載のディレードコークス化プロセス
。
【請求項１１】
　重質炭化水素供給原料が、原油、ビチューメン、タールサンド、シェール油、石炭液化
液体およびこれらの組み合わせからなる群から選択される未精製の炭化水素供給源である
、請求項１に記載のディレードコークス化プロセス。
【請求項１２】
　重質炭化水素供給原料が、常圧残油、減圧残油、ビスブレーカー生成物、流動接触分解
生成物または副生成物およびこれらの組み合わせからなる群から選択される精製された炭
化水素供給源に由来するものである、請求項１に記載のディレードコークス化プロセス。
【請求項１３】
　重質炭化水素供給原料が、３６℃～２０００℃の沸点を有する混合物である、請求項１
に記載のディレードコークス化プロセス。
【請求項１４】
　コークス化ユニットが、２つのドラムを含み、前記プロセスが、スイングモードで操作
されるものである、請求項１に記載のディレードコークス化プロセス。
【請求項１５】
　少なくとも１つのドラムを含むディレードコークス化ユニットに使用するためのディレ
ードコークス化プロセスであって、前記コークス化ユニットが、ディレードコークス化生
成ストリームおよびドラム中に保持されるコークス生成物を生じ、コークス化生成ストリ
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ームが、コークス化生成ストリーム分留装置に導入されて、少なくとも底部留分、中間留
分および軽質ナフサ留分を生成するものであり：
　ａ．アスファルテンを含有する新たな重質炭化水素供給原料を、予め加熱するためにコ
ークス化生成分留装置の下部に導入し；
　ｂ．予め加熱された新たな炭化水素供給原料を含む底部留分を、コークス化ユニット複
合供給ストリームとして分留装置から送り出し；
　ｃ．コークス化ユニット複合供給ストリームを、所定のコークス化温度に加熱するため
にコークス化ユニット炉に導入し；
　ｄ．式ＣｎＨ２ｎ＋２（ｎ＝３～８）を有するパラフィン溶剤を、炉で加熱されたコー
クス化ユニット複合供給ストリームと、溶剤の供給ストリームに対する比率で体積比０．
１：１～１０：１にて混合して、炉で加熱されたコークス化ユニット複合供給ストリーム
中で、溶剤凝縮されたアスファルテンを形成させ；
　ｅ．溶剤凝縮されたアスファルテンおよびパラフィン溶剤を含有する炉で加熱されたコ
ークス化ユニット複合供給ストリームを、ディレードコークス化ドラム中に送り出して、
増加した分の液体を有し、且つ同一の重質炭化水素供給原料にパラフィン溶剤を加えるこ
となく堆積されたコークス量と比較して減少したコークスが堆積するディレードコークス
化生成ストリームを生成すること
を特徴とするプロセス。
【請求項１６】
　パラフィン溶剤および炉で加熱されたコークス化ユニット複合供給ストリームの混合が
、混合ゾーンで生じるものである、請求項１５に記載のディレードコークス化プロセス。
【請求項１７】
　パラフィン溶剤が、炉で加熱されたコークス化ユニット複合供給ストリームに直接注入
されるものである、請求項１５に記載のディレードコークス化プロセス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　本発明のプロセスおよび系は、上記および添付した図面に記載されているが；当業者に
とって改変は明らかであり、本発明の保護範囲は、下記の特許請求の範囲によって決定さ
れるべきである。
　本発明の好ましい態様は、以下を包含する。
［１］少なくとも１つのドラムを含むディレードコークス化ユニットで使用するためのデ
ィレードコークス化プロセスであって、前記コークス化ユニットが、ディレードコークス
化生成ストリームおよびドラム中に保持されるコークス生成物を生じ、前記コークス化生
成ストリームが、コークス化生成ストリーム分留装置に導入されて、少なくとも底部留分
、中間留分および軽質ナフサ留分を生じるものであり、
　ａ．アスファルテンを含有する新たな重質炭化水素供給原料を、予め加熱するためにコ
ークス化生成分留装置の下部に導入し；
　ｂ．予め加熱された新たな炭化水素供給原料を含む底部留分を、コークス化ユニット複
合ストリームとして分留装置から送り出し；
　ｃ．式ＣｎＨ２ｎ＋２（ｎは、３～８でありうる）を有するパラフィン溶剤またはパラ
フィンおよびオレフィン溶剤の組み合わせ（ここで、後者は、式ＣｎＨ２ｎ（ｎは、３～
８でありうる）を有する）を、溶剤の供給ストリームに対する十分な比率でコークス化ユ
ニット複合供給ストリームと混合するための混合ゾーンに導入し、コークス化ユニット複
合供給ストリーム中の実質的に全てのアスファルテンを溶剤凝縮し；
　ｄ．凝縮されたアスファルテンを含有するコークス化ユニット複合供給ストリームを、
所定のコークス化温度に加熱するためにコークス化ユニット炉に導入し；次いで



(4) JP 2014-523954 A5 2015.7.30

　ｅ．溶剤凝縮されたアスファルテンおよびパラフィン溶剤を含有する加熱された複合供
給ストリームをディレードコークス化ドラムに送り込んで、増加した分の液体を含有し、
且つ同一の重質炭化水素供給原料にパラフィン溶剤を加えることなく堆積されたコークス
の量と比較してドラム内部に減少したコークスが堆積するディレードコークス化生成スト
リームを生成すること
を特徴とするプロセス。
［２］溶剤の供給ストリームに対する比率が、体積比０．１：１～１０：１である、［１
］に記載のプロセス。
［３］混合ゾーンに加えられるパラフィン溶剤の体積が、重質炭化水素供給原料中の実質
的に全てのアスファルテンを凝縮するのに十分であるように予め定められているものであ
る、［１］に記載のプロセス。
［４］ディレードコークス化プロセスにかけられる重質炭化水素供給原料の試料を分析し
て、実質的に全てのアスファルテンを凝縮させるために必要なパラフィン溶剤のアスファ
ルテンに対する比率を決定することを含むものである、［３］に記載のプロセス。
［５］パラフィン溶剤が、８０℃以下の初留点を有するものである、［１］に記載のディ
レードコークス化プロセス。
［６］８０℃以下の沸点を有し、コークス化生成分留装置から回収された芳香族化合物を
実質的に含まない軽質ナフサ留分の少なくとも一部が、溶剤混合ゾーンに導入されるもの
である、［１］に記載のディレードコークス化プロセス。
［７］分留装置から取り出され、混合ゾーンに導入される軽質ナフサストリームが、アル
カン化合物およびアルケン化合物の混合物を含むものである、［６］に記載のディレード
コークス化プロセス。
［８］軽質ガス油が、軽質ナフサストリームと共に別のストリームとして分留装置から回
収されるものである、［６］に記載のディレードコークス化プロセス。
［９］溶剤混合ゾーンが、コークス化生成分留装置およびコークス化ユニット炉の間にあ
るものである、［１］に記載のディレードコークス化プロセス。
［１０］溶剤混合ゾーンが、コークス化ユニット炉およびコークス化ドラムの間にあるも
のである、［１］に記載のディレードコークス化プロセス。
［１１］溶剤が、コークス化ドラムの前に重質炭化水素供給原料に直接注入されるもので
ある、［１］に記載のディレードコークス化プロセス。
［１２］工程（ｅ）が、送り出された底部留分、ならびに溶剤および溶剤凝縮されたアス
ファルテンのコークス化複合ユニット供給ストリームを、１～２０バールの範囲の圧力に
おいて４８０℃～５３０℃の範囲の温度に加熱することを含むものである、［１］に記載
のディレードコークス化プロセス。
［１３］圧力が、１～１０バールの範囲である、［１２］に記載のディレードコークス化
プロセス。
［１４］圧力が、１～７バールの範囲である、［１２］に記載のディレードコークス化プ
ロセス。
［１５］重質炭化水素供給原料が、原油、ビチューメン、タールサンド、シェール油、石
炭液化液体およびこれらの組み合わせからなる群から選択される未精製の炭化水素供給源
である、［１］に記載のディレードコークス化プロセス。
［１６］重質炭化水素供給原料が、常圧残油、減圧残油、ビスブレーカー生成物、流動接
触分解生成物または副生成物およびこれらの組み合わせからなる群から選択される精製さ
れた炭化水素供給源に由来するものである、［１］に記載のディレードコークス化プロセ
ス。
［１７］重質炭化水素供給原料が、３６℃～２０００℃の沸点を有する混合物である、［
１］に記載のディレードコークス化プロセス。
［１８］コークス化ユニットが、２つのドラムを含み、前記プロセスが、スイングモード
で操作されるものである、［１］に記載のディレードコークス化プロセス。
［１９］コークス化サイクルが、少なくとも３０％まで減少されるものである、［１］に
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記載のディレードコークス化プロセス。
［２０］少なくとも１つのドラムを含むディレードコークス化ユニットに使用するための
ディレードコークス化プロセスであって、前記コークス化ユニットが、ディレードコーク
ス化生成ストリームおよびドラム中に保持されるコークス生成物を生じ、コークス化生成
ストリームが、コークス化生成ストリーム分留装置に導入されて、少なくとも底部留分、
中間留分および軽質ナフサ留分を生成するものであり：
　ａ．アスファルテンを含有する新たな重質炭化水素供給原料を、予め加熱するためにコ
ークス化生成分留装置の下部に導入し；
　ｂ．予め加熱された新たな炭化水素供給原料を含む底部留分を、コークス化ユニット複
合供給ストリームとして分留装置から送り出し；
　ｃ．コークス化ユニット複合供給ストリームを、所定のコークス化温度に加熱するため
にコークス化ユニット炉に導入し；
　ｄ．式ＣｎＨ２ｎ＋２（ｎ＝３～８）を有するパラフィン溶剤を、炉で加熱されたコー
クス化ユニット複合供給ストリームと、溶剤の供給ストリームに対する比率で体積比０．
１：１～１０：１にて混合して、炉で加熱されたコークス化ユニット複合供給ストリーム
中で、溶剤凝縮されたアスファルテンを形成させ；
　ｅ．溶剤凝縮されたアスファルテンおよびパラフィン溶剤を含有する炉で加熱されたコ
ークス化ユニット複合供給ストリームを、ディレードコークス化ドラムに送り出して、増
加した分の液体を有し、且つ同一の重質炭化水素供給原料にパラフィン溶剤を加えること
なく堆積されたコークス量と比較して減少したコークスが堆積するディレードコークス化
生成ストリームを生成すること
を特徴とするプロセス。
［２１］パラフィン溶剤および炉で加熱されたコークス化ユニット複合供給ストリームの
混合が、混合ゾーンで生じるものである、［２０］に記載のディレードコークス化プロセ
ス。
［２２］パラフィン溶剤が、炉で加熱されたコークス化ユニット複合供給ストリームに直
接注入されるものである、［２０］に記載のディレードコークス化プロセス。
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